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MT 型 直 熱 3 極 パ ワー 管 3 
A5 


双 3 極 管 3 A5 は 高周波 の パワ 
ー 管 交 オ ッ シ レ ー タ 管 と し て 開発 
され た 真空 管 で , 50 MHz の トラ ン 
シー バ に 搭載 され て いた そう だ . ア 
マチ ュ ア 無線 を や っ て いた 先輩 か ら 
教え られ た .。 この 球 を 私 が フォ ノ ・ 
イコ ライ ザ に 使っ た の 見 て 驚い て い 
た が, RCA の チュ ー ゲ デマ ニュ アル 
に は C 級 動作 と 併せ て 音声 増幅 の 
規格 も 載っ て いる . 

3A5 の フォ ノ ・ イ コラ イザ の ク 
リア で 強 軸 な 音 を 聴い て いる と ,。 出 
力 管 生 まれ で ある こと が 納得 で き 
る . さら に 本 誌 の 6 月 号 に 書い た 
WE_-205 D シン グル ・ ア ンプ の 電圧 
増幅 段 で は , それ まで に 使っ て きた 
WE-215 A や WE-264C で は 出 な 
か っ た 力 強 さ が と て も 好ま し か っ 
た . フォ ル テ の 部 分 だ け で は な く 音 
楽 の 内 声 部 の 動き が 手 に と る よう に 
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ロー コス ト で オー ル 直 熱 


SS 


聞こ える の だ っ た .。 カペー 弦楽 四 重 
奏 団 の ベー トー ヴェ ン の 作品 132 


の SP レコ ー ド を 聴く と 。 そ れ ま で 


の アン プ で は 第 1 ヴァ イオ リン と チ 
ェ ロ が 浮き 立っ て いる の だ が , この 
205 D アン プ で は 第 2 ヴァ イオ リン 
と ヴィ オラ の 存在 感 が 明瞭 に な っ 


官 の 音 を 楽し め る 


た . この 時 ふと 思い つい た の が , 3 
A5 を パラ レル 接続 に し て パワ ー・ 
アン プ に な ら な いか と いう こと だ っ 
写 。 

さっ そく 実験 を 始め た . 3A5 は 
双 3 極 管 だ か ら 。 5 本 パラ レル に す 
る と ユニ ッ ト が 10 パラ に な る 。 ま 


@ フ ロン トバ ネル に 入出 力 , SP-Z 切 脆 5 W を 設置 し た 
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@ 片 ch 分 の アン プ の ワイ ヤリ ング 


管 の バイ アス を 一 4.7 V に し た 後 , 
5 kO の これ も 半 固 定 抵抗 で 分 圧し 
て 初段 管 の 一 2.8 V を 得 て い る . 3 
端子 レビ ギュ レー タ は シャ ー シ に 取り 
付け て 放熱 し て いる . 

パワ ー SW に は 日 幸 電 機 の サー 
キッ ト プ ロ テク タ 1BP-1 の 1A 型 
を 使用 レヒ ュー ズ を 廃し た . 


シン プル に 徹し た 回 路 


信号 経路 に 沿っ て 説明 を する . 当 
初 は 単 段 交 喉 アンプ に する こと も 考 
えた が , 入力 トラ ンス を 使用 する と 
入力 イン ピー ダン ス が 150/600 Q 
と な り 使 用 上 の 制限 が ある . また 入 
カト ラン ス の 機種 に よっ て は アン プ 
の コス ト を 上 回 る こと が ある の で 現 
実 的 で な い . そこ で 3A5 の 1/2 ユ 
ニッ ト を 電圧 増幅 段 に 回 し た . 電圧 
増幅 段 の プレ ー ト 抵抗 は 33 kQ で 
ある . 約 10 倍 の 増幅 度 で ある . 電圧 
増幅 段 も 固定 バイ アス で バイ アス 電 
圧 は 一 2.8 V に し て いる 。 入力 は ボ 
リュ ー ム を や め て 。 入力 を カッ ト す 
る ミュ ー テ ィング ・ ス イッ チ を 設け 
た . ある と 便利 な 機能 で ある . 

出力 段 は 9 ユニ ッ ト の パラ レル で 
ある . 発振 防止 対策 で グリ ッ ド に は 
各々 2 kO を 。 プレ ー ト に は 91 0 を 
入れ た . 一 見 無駄 に 見 を える が 発振 す 
る と 手 が つ けら れ な い の で , 転ば ぬ 
先 の 杖 で ある 。 3 A 5 は ほとん ど 発 


1 当 


熱し な い の で , 真空 管 ど うし の 間隔 
を せ ば め て レイ アウ ト し た 。 配線 に 
は プレ ー ト 母線 , グリ ッ ド 母線 を 張 
っ た . 最近 サン ハヤ ト か ら 発 売 さ れ 
た 頑丈 な 7P 型 ラグ 端子 。EPA-2 
L7P を 使用 し た . 金メッキ で 半田 
の 乗り が いい . 

出力 トラ ンス を 5 k0) 負荷 に し て 
オシ ロ の 出力 濾 形 を 見 な が ら バ イア 
ス 電 圧 を 加 三 し , 最大 出力 が 得 ら れ 
る ポイ ント に 固定 し た , バイ アス 電 
圧 が ーー4.7 V で プレ ー ト 電流 が 9 
ュ ユニット 合計 で 27 mA, 1 ユニット 
当たり 2 mA で ある . プレ ー ト 電圧 
が 113 V な の で , プレ ー ト 損失 は 
0.2 W だ っ た 。 3 A5 の プレ ー ト 最 
大 損失 は 0.5 W な の で ,。 バ イア ス 
を 浅く し て みた が 最大 出力 は 減っ て 
し まつ だ 。 

出力 トラ ンス は ウェ スタ ン の オリ 


ジ ナ ルコ ア 使 用 の P 層 C 製 P178 
A(1 次 =5 k & 7 k, 2 次 三 4 一 8 一 16 0①) 
を 使用 し た . 「 管 球 王 国 ] Vol.32 の 
「 出 力 ト ラン ス 聴 き 比べ 」 で 試聴 し た 
時 に , WE の 香り を 持っ た 音 が 気 に 
入っ た . 演奏 家 の 心 の 響き が 伝わっ 
て 良かっ た 。 小型 の コア な の で 1 次 
電流 が 少な い 本 機 に は 合っ て いる . 
結果 は 成功 だ っ た . 出力 トラ ンス の 
2 次 イン ピー ダン ス の 切り 替え に は 
いつ も の 1 回 路 3 接点 型 ス ナッ プス 
イッ チ ( 日 本 開閉 器 製 M-2020) を 使用 
し て いる 。 

サブ ・ シ ャ ー シ 上 で 実験 し た 後 , 
タカ チ の アン プ ・ ケ ー ス MS-133- 
32-23 避 (320 WX230 DX133 H mm) 
に 組み 込ん だ . 入出 力 は すべ て フロ 
ント パネ ル に 出し た . フロ ント パネ 
ル に は 35 の の 穴 を 3 個 開け て アク 
セン ト を つけ て いる 。 


電気 特性 


最大 出力 が 0.5 W( 第 2 図 ). 残留 
ノイ ズ は 0.7 mV(8 Q) だ っ た 。 入 * 
出力 特性 (第 4 図 ) は 最大 出力 0.5 
W 時 の 入力 電圧 は 0.45 V と 手頃 
な 感度 . 周波 数 特性 (第 3 図 ) は 低 
域 が 20 Hz で 一 1.5 dB, 高 域 が 10 
k 貞 2 で 一 1d 史 


小 出 力 アン プ の 音 


真空 管 ア ンプ ・ メ ー カ ー が 売り 出 


@ サ ン ハ ヤ ト の 7 P ラ グ 上 端子 を 使っ た 
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雑音 ひずみ 率 (%) 
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< 第 2 図 > 雑音 ひずみ 率 特性 
ー ダ は ヴァ リア ブル 出力 が 出 て いる 
の で それ を 使え ば いい . 

A 730 で は ヴァ リア ブル 出力 の 
音 が どう も 違和感 が あっ た の で 
CDR 機 の ヘッ ド フ ォ ン 出力 を 使っ 
て いた の だ が , 先日 [ 新 忠 穫 オ ー デ 
ィ オ 塾 | の 受講 生 の 一 人 か ら ヴ ァ リ 
アブ ル 出 力 が 逆 相 で ある と いう 指摘 
を うけ た . 早速 自宅 の A 730 で テス 
ト し て みる と その 通り だ っ た 。 
A 730 の 内 蔵 モ ニタ SP は ヴァ リア 
ブル 出力 と 連動 し て いる の で モニ タ 
SP か ら の 音声 が 逆 相 で は な いか と 
チェ ッ ク し た が こち ら は 正 相 だ っ 
設 。 

SS-25 に 本 機 を つない だ . 取り あ 
え ず CD を か け て みた . 直 熱 管 の 立 
ち 上 が り を 試し た か っ た の で スト ラ 
スプ ブー ル ・ パ ー カ ッ シ ョ ン ・ グ ルー 
プ の CD を 取り 出し て きた . 「 ス ト 
ラス ブー ル ・ パ ー カ ッ シ ョ ン ・ グ ル 
ー プ の 芸術 ] と 題 さ れ た 2 枚 組 の フ 
ィ リ ッ プ ス 盤 (PHCP-1418/9) で あ 
る . 第 1 曲 に 平 義久 (1937-) の イエ 
ロフ ォ ニ ー VQ1975) が 収録 さき れ て い 
る .。 この グル ー プ の た め に 書か れ た 
作品 だ が , 定 頭 の 叫び と パー カッ シ 
ョ ン の 衝撃 音 が 実に 生々 し い . 

フォ ノ ・ イ コラ イザ の 時 に も 感じ 
た が , 3 A5 の 無音 時 の 静寂 さ は 神 
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秘 的 で すら ある . これ は 残留 クノ イズ 
の 測定 値 と は 関係 な い . 深い 静寂 の 
世界 か ら 立 ち 上 が る パー カッ ショ ン 
は 6 人 の 打楽器 奏者 が 介在 する 人 間 
の 音 で 電気 信号 が 生み 出す サウ ンド 
と は 別 の 次 元 の も の で ある . 

いつ も 試聴 が 弦楽 器 中 心 に な っ て 
いる 私 だ が , 楽 音 と 楽 音 の 間 に あ る 
静寂 の 響き を 堪能 し た . 


お わり に 


直 熱 出力 管 は 古典 管 の 世界 の 専売 
特許 の よう に 思っ て い の だ が , 3 A 5 
に 出会っ て か ら こ の 球 か ら 私 は イン 
スピ レー ショ ン を 与え られ た .。 MT 
管 の 直 熱 出力 管 は 5 極 管 と ビー ム 管 
し か な いと 思っ て いた . ポー タブ 
ル ・ ラ ジオ の 時 代 の 電池 管 こ と で あ 
る 。3S4 や 3Q4。3V4 が それ で 


PHILIPS 


“ストラ スプ ブール ・ パ ー カ ッ シ ョ ン " 
く PHCP 1418/9> 
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第 4 図 > 入出 力 特性 
皆 270 mW 出力 だ っ た . 私 が や っ て 
きた 古典 管 で の 最小 出力 アン プ は 


RCA の UX-120 シ ング ル で 110 
mW の 出力 だ っ た . 「 古 典 球 ア ンプ 


の 作り 方 楽し み 方 -2] に 収録 し て あ 
る .。 入力 トラ ンス と プレ ー ト チョ ー 
ク を 使用 し た アン プ だ っ た 。 本 機 は 
手軽 に 直 熱 管 ア ンプ を 楽し ん で も ら 
う 意 図 で 作っ た も の だ か ら コ スト を 
抑え た . 

一 方 , 音質 を 左右 する 電源 回 路 と 
出力 トラ ンス で は 最近 作 の WE- 
205D ア ンプ と お な じ く 妥協 を し な 
か っ た . 読者 の 追 実験 を 是非 と も 期 
待 し た い . 
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